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　新型コロナウイルス感染症では、これまでいく

つもの波を乗り越えてきましたが、本号の発刊時

には第 8 波の収束の兆しが見えていることを願っ

てやみません。ただ同時に、この感染症を含め、

様々な感染症の病原診断に臨床検査技師が深く

関わることも広く認知されたと感じております。

　さて、本号では、第 16 回日本臨床検査学教育

学会学術大会のプログラムから基調講演や教育シ

ンポジウム、ワークショップ、優秀発表賞を受賞

された学生演題について執筆いただきました。無

事に発刊することができ、この場を借りて執筆い

ただきました先生方に御礼申し上げます。臨地実

習や臨地実習前技能修得到達度評価に関わる講演

内容は、2022 年度入学生から適用されたカリキュ

ラムを踏まえ、各養成校の実施形態等の方針を考

える上で参考になるものと思われます。また学術

大会の発表演題において、学術的価値が高く、研

究の意義や結果解釈などを含めて明快な発表が

なされた学生演題の概要に加え、臨床検査学教育

の質向上に寄与する自主投稿論文も掲載しており

ます。どれも本機関誌に相応しい内容となって

おりますので、ぜひご高覧ください。

　臨床検査学教育のあり方は、今後も臨床検査

技師の置かれた状況や進むべき方向性に応じて

変化すると思われます。今回の法的なカリキュ

ラム見直しのように、そのあり方は日本臨床検

査学教育協議会や日本臨床検査技師会等で議論

されておりますが、国際的な臨床検査等の動向も

注視しながら、本邦の臨床検査学を担う次世代の

高度専門職業人や教育者、研究者等の育成をど

のように進めるべきか、本機関誌を介して情報

交換ができればと思います。会員の先生方には、

今後も積極的に論文投稿を行っていただきます

よう、宜しくお願い申し上げます。

（令和 5 年 1 月 18 日　編集委員会委員長

　齋藤　良一）
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